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各
設
置
校
が
一
体
と
な
り
学
園
の
発
展
を 

 
 

理
事
長
、
学
長
、
平
成
二
十
二
年
仕
事
始
め
式
で
教
職
員
に
奮
起
促
す 

 
学
校
法
人
名
古
屋
電
気
学
園
と
愛
知
工
業
大
学
な
ど
学
園
各
設

置
校
の
平
成
二
十
二
年
仕
事
始
め
式
が
一
月
六
日
、
七
日
、
愛
工

大
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
園
、
大
学
の
仕

事
始
め
式
で
は
後
藤
淳
理
事
長
、
後
藤
泰
之
学
長
が
恒
例
の
年
頭

挨
拶
を
行
い
、
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

二
年
後
に
迫
っ
た
学
園
の
創
立
百
周
年
、
昨
年
開
学
五
十
周
年
の

節
目
を
祝
っ
た
愛
工
大
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各
設
置

校
一
体
と
な
っ
て
の
協
力
、
教
職
員
の
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。 

仕
事
始
め
式
で
学
園
、
大
学
の
教
職
員

を
前
に
「
二
年
後
に
迫
っ
た
学
園
創
立

百
周
年
に
向
け
、
さ
ら
な
る
努
力
を
」

と
年
頭
挨
拶
を
行
う
後
藤
淳
理
事
長 

 
 

学
園
、
大
学
の
仕
事
始
め 

 
 

 

式
は
七
日
、
八
草
キ
ャ
ン
パ 

 

 

ス
の
第
二
本
部
棟
内
で
行
わ 

 

 

れ
、
後
藤
淳
理
事
長
が
教
職 

 

 

員
を
前
に
、
「
学
園
は
二
年 

 

 

後
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま 

 

 

す
。
大
学
を
中
心
に
各
設
置 

 

 

校
が
一
体
と
な
り
、
学
園
の 

 

 

発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
し 

 

 

ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
、
後
藤
泰
之
学
長
は
、 

 

 

「
本
学
を
取
り
巻
く
状
況
は 

 

 

厳
し
い
。
教
職
員
と
一
致
団 

 

 

結
し
、
各
課
題
を
乗
り
越
え 

 

 

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま 

 

 

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
愛
工
大
情
報
電
子 

 

 
専
門
学
校
で
も
同
日
、
一
階 

 

 

学
生
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
白 

 

 

岩
義
夫
校
長
が
教
職
員
を
前 

 

 

に
、
後
藤
淳
理
事
長
の
挨
拶 

 

 

文
を
代
読
。
理
事
長
は
そ
の 

 

 

中
で
「
学
園
の
“
創
造
力
と 

 

 

豊
か
な
人
間
性
を
兼
ね
備
え 

 

 

た
人
材
育
成
”
の
教
育
モ
ッ 

 

 

ト
ー
の
下
、
社
会
の
ニ
ー
ズ 

 

 

に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
に 

 

 

努
め
、
社
会
に
大
き
く
貢
献 

 

 

で
き
る
よ
う
全
学
挙
げ
て
取 

 

 

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
強 

 

 

調
。
白
岩
校
長
は
「
学
園
百 

 

 

周
年
に
併
せ
、
本
校
も
創
立 

 
 

 

二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か 

 

 

ら
教
職
員
は
本
校
の
継
続
、 

 

 

発
展
の
た
め
一
層
の
努
力
を 

 

 

お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び
か 

 

 

け
ま
し
た
。 

 
 

愛
工
大
名
電
高
・
附
属
中 

 

 

合
同
仕
事
始
め
式
は
六
日
、 

 

 

南
校
舎
内
で
行
わ
れ
、
後
藤 

 

 

淳
理
事
長
が
高
、
中
の
教
職 

 

 

員
に
対
し
、
「
昨
年
来
、
景 

 

 

気
も
含
め
厳
し
い
状
況
が
続 

 

 

き
、
日
本
に
元
気
が
あ
り
ま 

 

 

せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
聞
く 

 

 

に
つ
け
ス
ポ
ー
ツ
の
力
は
オ 

 

 

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
金
メ
ダ
ル 

 

 

獲
得
の
効
果
を
見
て
も
分
か 

 

 

る
よ
う
に
、
各
分
野
に
わ
た 

 

 

り
日
本
人
に
希
望
を
与
え
、 

 

 
元
気
を
創
り
出
す
効
果
が
あ 

 

 
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
名
電 

 

 

高
を
含
む
各
設
置
校
も
ス
ポ 

 

 

ー
ツ
で
よ
り
活
力
を
得
ら
れ 

 

 

る
よ
う
中
途
半
端
で
な
く
、 

 
 
 

 

全
国
的
な
成
績
を
挙
げ
ら
れ 

 

 

る
よ
う
に
目
標
を
は
っ
き
り 

 

 

と
決
め
て
、
取
り
組
ん
で
ほ 

 

 

し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

 
 

式
後
、
高
校
の
中
庭
で
、 

 

 

「
今
年
も
頑
張
ろ
う
」
と
佐 

 

 

藤
忍
校
長
ら
教
職
員
、
生
徒 

 

 

も
参
加
し
、
「
も
ち
つ
き
」 

 

 

が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

（
理
事
長
、
学
長
の
「
年 

 

 

頭
挨
拶
」
の
詳
細
は
二
面
に 

 

 

掲
載
） 

愛工大名電高校､附属中学の合同仕

事始め式で挨拶する後藤淳理事長 

 
 

名
古
屋
電
気
学
園
は
創
立 

 
 

 

百
周
年
を
迎
え
る
平
成
二
十 

 
 

 

四
年
実
施
を
前
提
に
、
学
園 

 
 

 

に
お
け
る
名
電
高
、
附
属
中 

 
 

 

の
各
種
取
り
組
み
の
た
め
の 

 
 

 

基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
ま 

 

 

し
た
。 

 
 

主
な
基
本
構
想
は
▽
中
高 

 

 

一
貫
教
育
の
維
持
▽
教
務
及 

 

 

び
事
務
部
門
の
一
元
化
（
本 

 
 

 

年
四
月
実
施
）
▽
制
服
の
共 

 

 

通
化
（
平
成
二
十
四
年
四
月 

 
 

 

実
施
）
▽
校
名
の
検
討
（
平 

 
 

 

成
二
十
四
年
四
月
実
施
）
▽ 

 
 

 

高
校
中
実
習
館
の
建
て
替
え 

 

 

等
で
す
。 

学
園
、
名
電
高
・
附
属
中

の
基
本
構
想 

取
り
ま
と
め 
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昨
年
は
開
学
五
十
年
と
い 

 

 

う
節
目
を
迎
え
、
様
々
な
記 

 

 

念
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し 
 

 

た
。
映
画
「
築
城
せ
よ
！
」 
 

 

の
製
作
を
は
じ
め
と
し
て
、 

 

 

各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
が
あ 

 

 

り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
成 

 

 

功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き 

 

 

ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
の 

 
 

お
力
添
え
と
感
謝
し
て
い
ま 

  

す
。 

 

 
 

今
年
は
そ
の
節
目
の
年
を 

 

 

終
え
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト 

 

 

の
年
と
な
り
ま
す
。
本
学
を 

 

 

取
り
巻
く
状
況
は
非
常
に
厳 

 

 

し
い
も
の
が
あ
り
、
産
業
の 

 

 

空
洞
化
と
い
う
か
、
景
気
が 

 

非
常
に
悪
く
、
少
子
化
も
ず 

 

 

っ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

ま
た
、
学
内
を
見
る
と
学 

 

 

生
の
学
力
の
二
極
化
が
ま
す 

 

 

ま
す
進
み
、
施
設
の
老
朽
化 

 

 

に
よ
る
建
て
替
え
、
耐
震
化 

  

も
今
後
、
順
次
行
わ
な
け
れ 

 

 

ば
な
ら
な
い
と
い
う
厳
し
い 

 

 

状
況
で
す
。
そ
の
中
で
確
か 

 

 

な
目
標
を
し
っ
か
り
と
見
据 

 

 

え
て
、
大
学
を
一
層
、
充
実 

 

 
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り 

 

 
ま
せ
ん
。 

   

 
 

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
短
期
、 

 

 

中
期
、
長
期
の
計
画
を
、
そ 

 

 

れ
も
発
展
的
な
計
画
を
立
て 

 

 

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
（
今 

 

 

年
四
月
の
）
名
古
屋
市
・
自 

 

 

由
ヶ
丘
へ
の
経
営
学
部
の
移 

 

 

転
と
い
う
時
こ
そ
、
教
職
員 

 

 

と
一
致
団
結
し
て
各
課
題
を 

 

 

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
―
と 

 

 

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

昨
年
は
（
大
学
開
学
）
五 

 

 

十
周
年
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ 

 

 

ン
ザ
発
生
等
も
あ
り
、
あ
っ 

 

 

と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
。 

 

 

今
年
は
じ
っ
く
り
と
腰
を
据 

 

 

え
て
、
こ
の
一
年
を
過
ご
せ 

 

 

た
ら
と
思
い
ま
す
。
教
職
員 

 

 

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
宜
し 

 

 

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う 

 

 

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
お
正 

 

 

月
は
世
界
中
が
寒
波
に
襲
わ 

 

 

れ
、
寒
い
新
年
と
な
り
ま
し 

 

 

た
。
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て 

 

 

は
厳
し
い
雰
囲
気
の
ほ
う
が 

 

 

（
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
う 

 

 

え
で
）
良
か
っ
た
か
も
し
れ 

 

 

ま
せ
ん
が
、
こ
の
一
年
（
の 

 

 

厳
し
い
状
況
を
物
語
る
よ
う 

 

 

で
）
大
変
だ
―
と
い
う
気
持 

  

ち
が
し
な
い
で
は
あ
り
ま
せ 

 

 

ん
。 

 
 

昨
年
来
、
い
ろ
い
ろ
と
社 

 

 

会
の
状
況
が
変
化
し
明
る
い 

 

 

話
が
な
い
中
に
あ
っ
て
愛
知 

 

 

工
業
大
学
は
昨
年
、
開
学
五 

 

 

十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を 

 

 

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
大 

 

 

学
が
出
来
て
か
ら
教
員
、
職 

 

 

員
が
尽
力
し
、
一
緒
に
歴
史 

 

 
を
つ
く
っ
て
き
た
成
果
だ
と 

 

 
思
い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

さ
ら
に
、
二
年
後
に
は
名 

 

 

古
屋
電
気
学
園
が
一
九
一
二 

 

 

館
（
仮
称
）
が
で
き
る
こ
と 

 

 

か
ら
体
制
を
整
え
て
、
社
会 

 

 

か
ら
「
愛
工
大
は
し
っ
か
り 

 

 

や
っ
て
い
る
」
「
こ
の
面
で 

 

 

が
ん
ば
っ
て
い
る
」
「
こ
の 

 

 

部
分
で
注
目
さ
れ
て
い
る
」 

 

 

と
、
言
わ
れ
る
何
か
光
る
も 

 

 

の
を
創
出
し
、
難
し
く
、
大 

 

 

変
な
年
に
踏
み
出
し
て
ほ
し 

 

 

い
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

本
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と 

 

 

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
力 

 

 

を
合
わ
せ
て
、
締
め
く
く
り 

 

 

と
次
の
年
度
を
迎
え
る
準
備 

 

 

を
し
っ
か
り
や
り
、
新
し
い 

 

 

年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い 

 

 

と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

後藤淳理事長 後藤泰之学長 

理事長、学長の平成２２年年頭挨拶詳細 
 

年
、
大
正
元
年
に
創
立
さ
れ 
 

 

て
か
ら
百
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

 

一
世
紀
に
な
ん
な
ん
と
し
て 

 

 

い
る
学
園
の
歴
史
は
、
大
学 

 

 

を
中
心
に
（
設
置
校
の
）
愛 

 

 

工
大
名
電
高
校
、
愛
工
大
附 

 

 

属
中
学
校
、
愛
工
大
情
報
電 

 

 

子
専
門
学
校
等
が
一
緒
に
な 

 

 

り
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な 

 

   

 

ら
な
い
、
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

大
学
も
今
年
、
名
古
屋
市 

 

 

内
に
経
営
学
部
の
自
由
ヶ
丘 

 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
、
ま
た
、
（
八 

 

 

草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
）
新 

号 
 

社
会
か
ら
注
目
さ
れ
る
輝
き
を
創
造
し
よ
う 

確
か
な
目
標
見
据
え
、
さ
ら
な
る
充
実
を 

   

人
事
関
係 

 

【
所
属
異
動
・
兼
務
】
＝ 

 

 

二
月
一
日 

 

（
若
水
事
務
部
）
事
務
部 

 

 

係
長
（
事
務
局
総
務
部
総 

 

 

務
課
付
係
長
） 

 
 
 

 
 

 

竹
松 

 

宏 
 

 

【
新
規
委
嘱
】
＝
二
月
八 

 

 

日 

 

（
大
学
）
工
学
部
機
械
学 

 

 

科
嘱
託
技
術
職
員 

 

 
 
 

 
 

 

加
納 

譲
次 

 

 

【
休
職
】
＝
一
月
六
日
～ 

 

（
大
学
）
経
営
学
部
経
営 

 

 

学
科
教
授 

 
 
 

 
 

 

寺
本 

和
幸 

 

 
 
 

 

＝
二
月
十
五
日
～ 

 

 

（
大
学
）
基
礎
教
育
セ
ン 

 

タ
ー
教
授 

 
 
 

 
 

 

児
嶋 

文
寿 

 
 
 

 

【
育
児
休
業
取
得
】
＝
二 

 

 

月
五
日
～ 

 

（
事
務
局
）
シ
ス
テ
ム
管 

 

 

理
部
シ
ス
テ
ム
管
理
課 

 

 
 
 

 
 

 

金
子
恵
理
子 

 
 
 

 

【
産
前
産
後
休
暇
取
得
】 

 

 

＝
二
月
十
五
日
～ 

 

（
若
水
事
務
部
）
事
務
部 

 

 

事
務
職
員 

 
 
 

 
 

 

高
木
美
也
子 

 
 
 

名
古
屋
学
園
人
事 

1 



学 園 だ よ り 第139号 （3）平成22年3月31日 

               

 

 

 

   

 愛知工業大学は1月29日～30日､東京国際  

フォーラム（東京都千代田区）で開催され  

た「日中大学フェア＆フォーラム」に参加  

し、本学の姉妹校・東南大学（南京市）を  

含む中国の各大学と意見交換、交流を積極  

的に行い、成果を挙げました。 

 日本学術振興会等が、日中の学術交流に  

意欲的な大学に組織交流の場を提供、研究  

協力をはじめとする両国の大学の協力・連携の更なる推進を目的に開  

催。参加大学は、日本から東大など国公立、私  

立合わせ49大学、中国から清華大など37大学。  

本学は、米中、日中国交正常化の道筋をつけた  

「ピンポン外交」ほか、東南大との姉妹校交流  

の実績を評価され、参加要請を受けました。  

 フェアでは展示ブースに本学の概要、主な研  

究成果、中国との交流状況、産学連携の取り組  

みを紹介する特大ポスター等を展示。また、英  

語、中国語も併記した各種パンフレット、中国  

留学生の作成した研究紹介冊子、国際からくりワークショップで東南  

大など参加大学の学生が作った高さ90㌢の  

「采振りからくり人形」も並べ、本学の取  

り組みを紹介しました。 

 同期間中、小嶋憲三副学長やフェアの窓  

口となった実行委員会（委員長・後藤泰之  

学長）の酒井忠雄副委員長（応用化学科教  

授）ら教職員、中国留学生がブースで、来  

客の応対、説明にあたりました。また、小  

嶋副学長は、初日のフォーラムでパネリストを務めた東南大の王保平  

副学長と会場内で会い、酒井副委員長らも交えて歓談し、親交を深め  

ました。 

各
分
野
で
日
中
交
流
の
輪
を
広
げ
る 

日中大学フェア＆フォーラムに本学参加 

注目を集めた本学ブース 

会場で交流を深めた王東南

大 副 学 長（右 か ら ２ 人

目）、小嶋副学長（右端） 

本学と姉妹校の東南大ブース 

 愛知県日中友好協会などの主催による「周恩来と日本」写真展が2月25  

日～27日､名古屋市千種区の愛工大附属中学校で開かれ、写真を通して日  

本と係わりの深かった周恩来・中国初代首相の足跡をしのびました。 

 写真展は新中国建国60周年記念として開催され､周元首相の出生から日  

本留学、政治活動、日中交流、逝去までの貴重な写真約160点を展示。こ  

の中には､“ピンポン外交”につながった昭和46年の世界卓球選手権への  

中国チーム参加を実現させた当時日本卓球  

協会会長で学園理事長、愛工大学長の後藤  

鉀二先生と周元首相が握手を交わす写真も  

含まれています。中国が大会参加を決める前後  

の写真2枚で､参加決定後の周元首相、後藤鉀二  

先生のこぼれるような笑顔の写真が見る人に感  

銘を与えていました｡初日は開場に先立ち開幕式が会場の南校舎･多目的ホー  

ルで、張立国・在名古屋中国総領事ら来賓を招いて行われ、愛知県日中友好  

協会会長の後藤淳理事長らが挨拶。また、中国の琵琶演奏家、テノール歌手  

による中国琵琶演奏と歌も披露され、写真展開幕に花を添えました。 

「周恩来と日本」写真展を附中で開催 

写真展開幕式で挨拶する愛知県

日中友好協会長の後藤淳理事長 

展示された写真に見入る入場者 

開幕式を飾った琵琶演奏等 

東南大から寄贈 

 
 

姉
妹
校
の
中
国
・
東
南
大 

 

 

（
南
京
市
）
か
ら
愛
工
大
開 

 

 

学
五
十
周
年
の
記
念
品
と
し 

 

 

て
、
総
刺
繍
（
し
し
ゅ
う
） 

 

 

張
り
の
豪
華
な
衝
立
が
寄
贈 

 

 

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

衝
立
の
大
き
さ
は
、
縦
二 

 

 

㍍
、
横
三
㍍
。
両
大
学
の
施 

 

 

設
の
ほ
か
両
国
を
代
表
す
る 

 

 

風
物
等
が
刺
繍
さ
れ
て
い
ま 

 

 

す
。
愛
工
大
八
草
キ
ャ
ン
パ 

 

 

ス
の
本
部
棟
ロ
ビ
ー
に
展
示
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第139号 平成22年3月31日（4） 学 園 だ よ り 

 

三
木
正
夫
・
長
野
県
須
坂
市
長
、
愛
工

大
学
客
員
教
授
の
遠
藤
守
信
・
信
州
大
教

授
が
二
月
三
日
、
同
市
で
計
画
し
て
い
る

農
業
、
商
業
系
高
校
を
統
合
し
て
創
る
工

業
系
の
総
合
技
術
高
校
（
仮
称
）
の
参
考

に
し
た
い
―
と
独
自
の
教
育
活
動
で
実
績

を
挙
げ
て
い
る
愛
工
大
名
電
高
の
ほ
か
、

愛
工
大
を
訪
れ
、
学
園
や
高
校
、
大
学
幹

部
ら
と
歓
談
、
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 
 

 

【
愛
工
大
名
電 

 
 

 
 

高
で
】
三
木
市
長
、 

 

 

遠
藤
教
授
は
北
校
舎
一 

 

 

階
応
接
室
で
、
後
藤
淳
理
事 

 

 

長
、
佐
藤
忍
校
長
ら
か
ら
大 

 

 

学
と
直
結
し
た
専
門
学
科
や 

 

 

ト
コ
ト
ン
学
習
等
の
授
業
内 

 

 

容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま 

 

 

し
た
。
遠
藤
教
授
か
ら
も
、 

 

 

講
師
を
務
め
る
同
高
科
学
技 

 

 

術
科
生
徒
対
象
の
「
先
端
科 

 

 

学
技
術
入
門
」
講
義
の
話
が 

 

 

あ
り
、
市
長
も
熱
心
に
耳
を 
 

 

傾
け
て
い
ま
し
た
。
理
事
長 

 

 

や
教
授
も
須
坂
市
出
身
と
あ 

 

 

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中 

 

 

で
話
が
進
み
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
後
、
北
校
舎
東
館
二 

 
 

 

階
の
情
報
デ
ザ
イ
ン
室
を
見 

 
 

 

学
、
修
学
旅
行
の
資
料
を
作 

 
 

 

成
中
の
情
報
デ
ザ
イ
ン
部
員 

 
 

 

か
ら
話
を
聞
き
、
資
料
を
手 

 
 

 

に
取
っ
て
「
い
い
出
来
映
え 

 
 

三
木
・
須
坂
市
長
、
遠
藤
・
信
州
大
教
授
が
来
校 

 
で
す
ね
」
と
、
感
心
し
て
い 

 
 

 

ま
し
た
。 

 
 

【
愛
工
大
で
】
午
後
か
ら 

 
 

 

大
学
へ
。
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

 
 

 

（
愛
知
県
豊
田
市
）
の
本
部 

 
 

 

棟
で
、
遠
藤
教
授
が
後
藤
淳 

 
 

 

理
事
長
、
後
藤
泰
之
学
長
の 

 
 

 

ほ
か
、
稲
垣
愼
二
、
小
嶋
憲 

 
 

 

三
両
副
学
長
、
架
谷
昌
信
総 

 
 

 

合
技
術
研
究
所
長
、
落
合
鎮 

 
 

 

康
同
教
授
、
総
長
補
佐
の
澤 

 
 

 

木
宣
彦
電
気
学
科
教
授
、
教 

 
 

 

学
セ
ン
タ
ー
長
の
山
田
英
介 

 
 

 

応
用
化
学
科
教
授
を
交
え
、 

 
 

 

総
研 

 
 

 

プ
ロ 

 
 

 

ジ
ェ 

 
 

 

ク
ト 

 
 

 

な
ど 

 
 

 

に
つ 

 
 

 

い
て 

 
 

 

意
見 

 
 

 

を
交 

 
  

換
し
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
三
木
市
長
は
落
合 
 
 

 

教
授
の
案
内
で
、
各
研
究
施 

 
 

 

設
を
見
学
。
地
域
防
災
研
究 

 
 

 

セ
ン
タ
ー
で
、
正
木
和
明
セ 

 
 

 

ン
タ
ー
長
（
都
市
環
境
学
科 

 
 

 

教
授
）
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
の 

 
 

 

概
要
、
既
に
運
用
し
て
い
る 

 
 

 

緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
の 

 
 

 

説
明
を
受
け
た
後
、
総
合
技 

 
 

 

術
研
究
所
を
訪
れ
、
落
合
教 

 
 

 

授
と
澤
木
教
授
の
案
内
で
各 

 
 

 

研
究
室
を
見
学
、
実
験
装
置 

 
 

 

や
機
器
類
を
見
な
が
ら
研
究 

 
 

 

内
容
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

【
写
真
右
上
は
、
高
校
で 

 
 

 

歓
談
す
る
遠
藤
教
授
、
三
木 

 
 

 

市
長
、
後
藤
淳
理
事
長
（
左 

 
 

 

か
ら
順
に
）
。
左
上
は
、
愛 

 

 

工
大
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ 

 

 

で
正
木
セ
ン
タ
ー
長
（
手
前 

 

 
左
）
か
ら
話
を
聞
く
市
長
】 

 
大沢客員教授に生涯功績賞 

 
 

英
科
学
誌
ネ
イ
チ 

 

 
ー
の
「
ネ
イ
チ
ャ
ー 

 

 

メ
ン
タ
ー
賞
」
の
発 

 

 

表
が
昨
年
十
二
月
一 

 

 

日
、
東
京
の
英
国
大 

 

 

使
館
内
で
あ
り
、
大 

 

 

沢
文
夫
愛
工
大
客
員 

 

 

教
授
（ 

）
が
六
十 

 

 

歳
以
上
を
対
象
に
し
た
「
生 

 

 

涯
功
績
賞
」
を
受
賞
し
ま
し 

 

 

た
。 

 

 

 
 

メ
ン
タ
ー
賞
は
若
手
研
究 

 

 

者
の
育
成
に
貢
献
し
た
人
を 

 

 

顕
彰
す
る
目
的
で
二
〇
〇
五 

 

 

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
過 

 

 

去
、
欧
州
、
豪
州
、
ア
フ
リ 

 

 

カ
の
研
究
者
四
人
に
贈
ら
れ 

 

 

て
い
ま
す
が
、
日
本
人
で
受 

 

 

賞
す
る
の
は
初
め
て
。
大
沢 

 

 

客
員
教
授
は
筋
肉
の
収
縮
を 

 

 

つ
か
さ
ど
る
タ
ン
パ
ク
質
の 

 

 

研
究
で
知
ら
れ
る
と
共
に
、 

 

 

大
勢
の
若
手
研
究
者
を
育
て 

 

 

ま
し
た
。 

 
 

発
表
と
表
彰
は
英
国
大
使 

 

 

館
で
行
わ
れ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー 

 
 

 

か
ら
大
沢
客
員
教
授
に
賞
状 

 

 

と
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

今
回
の
受
賞
に
対
し
「
優
れ 

 

 

た
若
手
の
研
究
者
に
恵
ま
れ 

 

 

た
こ
と
で
、
あ
り
が
た
い
」 

 

 
と
、
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し 

 

 
た
。 

 
 

大
沢
氏
は
一
九
四
四
年
東 

 

 

京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
を 

 

 

卒
業
後
、
名
古
屋
大
学
理
学 

 

 

部
助
手
と
な
り
、
理
学
部
教 

 

 

授
、
同
分
子
生
物
研
究
施
設 

 

 

長
、
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部 

 

 

教
授
（
併
任
）
を
歴
任
し
、 

 

 

一
九
八
七
年
か
ら
本
学
の
基 

 

 

礎
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
を
務 

 

 

め
ま
し
た
。
現
在
、
本
学
客 

 

 

員
教
授
の
ほ
か
名
大
、
阪
大 

 

 

両
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院 

 

 

会
員
。 

大沢文夫客員教授 

 

愛
工
大
情
報
科
学 

 

科
メ
デ
ィ
ア
情
報
専 

 

攻
一
、
二
年
生
を
対 

 

象
に
し
た
特
別
講
義 

 

が
一
月
二
十
七
日
、 

 

大
学
八
草
キ
ャ
ン
パ 

 

ス
の 

号
館
講
義
室 

 

で
ゲ
ー
ム
会
社
の
メ 

 

デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー 

 

細
田
伸
明
氏
を
講
師 

 

 

に
招
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

細
田
氏
は
、
テ
レ
ビ
の
ア 

 

 

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
等
に
も 

 

 

携
わ
っ
た
経
験
を
交
え
て
、 

 

 

ゲ
ー
ム
業
界
の
現
状
や
今
後 

 

 

の
展
望
を
講
演
し
ま
し
た
。 

11 

ゲーム業界につ

いて語る細田氏 
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第139号 （5）平成22年3月31日 
学 園 だ よ り 

 
 

初
日
の
競
技
は
、
「
レ
ス 

 

 

キ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
。
自 

 

 

律
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
決
め
ら
れ 

 

 

た
コ
ー
ス
を
走
行
、
制
限
時 

 

 

間
内
に
障
害
物
を
ク
リ
ア
し 

 

 

て
コ
ー
ス
上
の
被
災
者
に
見 

 

 

立
て
た
人
形
の
シ
ー
ル
を
ど 
 

 

れ
だ
け
見
つ
け
、
ゴ
ー
ル
で 
 

 

き
る
か
を
競
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

「
プ
ラ
イ
マ
リ
」
（
十
四 

 

 

歳
以
下
）
部
門
に
三
十
八
チ 

 

 

ー
ム
、
「
セ
カ
ン
ダ
リ
」 

 

（
十
五
歳
～
十
九
歳
以
下
） 

 
 

 

部
門
に
九
チ
ー
ム
が
出
場
。 

 

 

参
加
者
や
保
護
者
は
、
コ
ー 

 

 

ス
の
障
害
物
、
坂
等
に
苦
闘 

 

 

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
盛
ん
に
声 

 

 

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
愛
工
大
大
会 

 

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
２
０
１
０
愛
工
大
大
会
」 

 

が
二
月
六
、
七
日
の
両
日
、
愛
工
大
・
八
草
キ
ャ
ン
パ 

 
ス
の
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、 

 
小
学
四
年
生
か
ら
高
校
二
年
生
ま
で
合
わ
せ
て
五
十
八 

 

チ
ー
ム
が
参
加
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

 

ロボットの動きに目が離せな

いロボカップジュニア大会 

 
 

こ
の
結
果
、
「
プ
ラ
イ
マ 

 

 

リ
」
は
岡
田
建
人
君
（
名
古 

 

 

屋
市
蓬
来
小
四
年
）
が
優
勝 

 

 
し
岡
田
君
を
含
む
上
位
二
十 

 

 
チ
ー
ム
、
「
セ
カ
ン
ダ
リ
」 

 

 

で
は
加
藤
公
一
君
・
佐
藤
太 
 

 

一
君
・
山
本
貴
文
君
（
い
ず 
 

 

れ
も
愛
工
大
名
電
高
二
年
） 

 

 

の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
同
チ
ー 

 

 

ム
を
含
む
上
位
五
チ
ー
ム
が 

 

 

そ
れ
ぞ
れ
三
月
二
十
一
日
、 

 

 

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
（
会
場
・ 

 

 

講
堂
兼
体
育
館
鉀
徳
館
）
で 

 

 

行
わ
れ
た
「
東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

 

 

大
会
」
に
出
場
を
決
め
、
各 

 

 

地
区
代
表
と
競
い
合
い
ま
し 

 

 

た
。 

 

 
 

二
日
目
の
「
サ
ッ
カ
ー
チ 

 

 

ャ
レ
ン
ジ
」
に
は
十
一
チ
ー 

 

 

ム
が
参
加
し
、
勝
ち
点
方
式 

 

 

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
対
戦
。 

 
 

 
 
 
 

 

優
勝
し
た
国
吉
政
宏
君
・
岩 

 

 

崎
玄
樹
君
（
い
ず
れ
も
愛
工 

 

 

大
附
属
中
一
年
）
と
準
優
勝 

 

 

の
長
屋
圭
君
・
中
村
健
人
君 

 

 

（
同
三
年
）
の
二
チ
ー
ム
が 

 

 

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場 

 

 

し
ま
し
た
。 

名電高の普通科、専門学科生徒 

 名電高校1年生の「合唱コンクール」､「ロボ  

ットコンクール」が2月18日、同校で開かれ､ク  

ラスやチームに分かれて、練習の成果を披露し  

ました。 
  【合唱コンクール】講堂兼体育館・喬徳館で行われ、普通科の   

 9クラスが出場しました。司会から指揮､伴奏まで全て生徒が行う  

 手づくりコンクールで、今回で4回目｡Ｈ組の「ＩＮ ＴＥＲＲＡ  

 ＰＡＸ」をトップに、各クラスが順番に前年度の卒業生から寄贈  

 されたグランドピアノの伴奏に合わせ、練習してきた美声を館内  

 いっぱいに響かせていました。審査の合間に教職員も歌声を披露  

 し、生徒らを楽しませました。審査の結果、「君とみた海」を歌  

 ったＧ組が優勝、その他の成績は、以下の通りです。    

  銀賞 Ｃ組▽銅賞 Ｉ組▽指揮者賞 真野峻磨君▽伴奏者賞   

 溝口貴子さん 

  【ロボットコンクール】昨年から専門学科の生徒を対象に始め   

 ました。4人1組の各チームが、工業技術基礎の授業で作ったセン  

 サーロボットを使い、ゴールするまでの時間を競い合いました。  

 制限時間は5分で､各チームとも平均15秒前後でゴールインしてい  

 ました。コース途中に置かれた障害物をうまくクリアできずに立  

 ち往生したり、スタート地点に舞い戻るロボットもあり、会場の  

 愛名館・体育館は、生徒らの歓声が絶えませんでした。 

  上位成績チームは、以下の通りです。 

  ① 朱鷺② ＴＥＡＭ ＡＲＩＭＯとぅー ③ リア充は爆  

 発したらいい（涙） 

 

クラスごとに日ごろの練習の成果を競

い合った「合唱コンクール」 

生徒の歓声や笑い声の絶えなかった

「ロボットコンクール」 

受
講
生
が
独
自

テ
ー
マ
で
競
う 

 

「
社
会
人
防
災 

 

マ
イ
ス
タ
ー
養
成 

 

講
座
」
の
特
別
研 

 

究
発
表
会
と
後
期 

 

講
座
修
了
式
が
二 

 

月
二
日
、
愛
工
大 

 

本
山
キ
ャ
ン
パ
ス 

 

（
名
古
屋
市
千
種 

 

区
）
で
開
か
れ
ま 

 

し
た
。 

 

講
座
は
、
文
部 

 

科
学
省
の
平
成
二 

 

十
年
度
戦
略
的
大 

 

学
連
携
支
援
事
業 

 

と
し
て
採
択
さ
れ 

 

た
「
工
科
系
コ
ン 

 

ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ 

 

る
も
の
づ
く
り
教 

 

育
の
拠
点
形
成
」 

 

（
本
学
を
含
む
名 

 

工
大
、
大
同
大
、 

 

豊
田
高
専
四
校
連 

 

携
）
推
進
事
業
の 

 

一
環
と
し
て
実
施 

 

し
ま
し
た
。
特
別 

 

研
究
発
表
会
は
、 

 

受
講
生
十
人
（
一 

 

人
欠
席
）
が
講
座 

 

で
学
ん
だ
こ
と
を 

 

活
か
し
、
独
自
に 

 

研
究
し
た
テ
ー
マ 

 

に
つ
い
て
発
表
し 

 

ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 



    

平成22年3月31日（6） 第139号 
学 園 だ よ り 

〝
こ
ん
身
〟
の
名
演
奏
で
聴
衆
を
魅
了 

 
 

愛
工
大
名
電
高
校
吹
奏
楽 

 
 

 

部
の
「
第
四
十
五
回
定
期
演 

 
 

 

奏
会
」
が
一
月
十
日
、
名
古 

 
 

 

屋
市
熱
田
区
の
名
古
屋
国
際 

 
 

 

会
議
場
・
白
鳥
セ
ン
チ
ュ
リ 

 
 

 

ー
ホ
ー
ル
で
昼
、
夜
の
部
の 

 
 

 

二
回
、
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

昼
の
部
の
演
奏
に
先
立
ち 
 
 

 

後
藤
淳
理
事
長
が
吹
奏
楽
部 

 
 

 

の
歴
史
等
に
触
れ
な
が
ら
活 

 
 

 

躍
を
紹
介
し
、
「
部
員
の
練 

 
 

 

習
の
成
果
を
楽
し
ん
で
く
だ 

 
 

 

さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
注
目
は
、
昨
秋
の
全 

 
 

 

国
大
会
演
奏
で
専
門
誌
等
か 

 
 

 

ら
高
い
評
価
を
受
け
た
Ｒ
・ 

 
 

 

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
『
「
楽 

 
 

 

劇
サ
ロ
メ
」
よ
り
七
つ
の
ヴ 

 

 

ェ
ー
ル
の
踊
り
』
の
演
奏
。 

 

聴衆を魅了した名電高吹奏楽部定期演奏会 

 

顧
問
の
伊
藤
宏
樹
教
諭
の
指 

 
 

 

揮
の
も
と
、
全
国
大
会
以
降 

 

 

も
解
釈
を
深
め
、
積
み
重
ね 

 

 

て
き
た
練
習
の
成
果
を
披
露 

 

 

し
ま
し
た
。 

   
 

続
い
て
演
奏
さ
れ
た
Ｄ
・ 

 
 

 
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
作
曲 

 
 

 

の
「
交
響
曲 

番
」
は
難
曲 
 
 

 

な
が
ら
、
こ
の
日
で
引
退
す 

 
 

 

る
三
年
生
が
こ
れ
ま
で
に
培 

 
 

 

っ
た
技
術
、
音
楽
性
を
最
高 

 
 

 

に
発
揮
し
た
〝
こ
ん
身
〟
の 

 
 

 

名
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。
ま 

 
 

 

た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
吹
奏
楽 

 
 

 

部
と
親
交
の
あ
る
作
曲
家
・ 

 
 

 

鈴
木
英
史
氏
が
自
ら
の
人
気 

 
 

 

曲
を
指
揮
し
、
い
ず
れ
も
聴 

 
 

 

衆
を
魅
了
。
演
奏
の
合
間
に 

 
 

 

は
華
麗
な
「
ス
テ
ー
ジ
ド
リ 

 
 

三
年
生
、
難
曲
に
挑
戦 

歌や踊りも加わり、舞台狭しと繰

り広げられたステージドリル 

5 

 

ル
」
も
舞
台
狭
し
と
繰
り
広 

 

 

げ
ら
れ
、
演
奏
会
を
盛
り
上 

 

 

げ
ま
し
た
。 

 
 

東
海
地
区
最
大
の
三
千
人 

 

 

収
容
の
ホ
ー
ル
は
、
二
公
演 

 

 

と
も
満
員
。
夜
の
部
は
立
ち 

 

 

見
客
も
で
る
ほ
ど
で
、
演
奏 

 

 

終
了
後
も
拍
手
が
鳴
り
や
み 

 

 

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

吹
奏
楽
部
は
、
全
国
大
会 

 

 

常
連
校
と
し
て
知
ら
れ
、
こ 

 

 

の
ほ
か
、
国
内
外
で
演
奏
活 

 

 

動
の
ほ
か
、
地
域
の
子
ど
も 

 

 

会
、
敬
老
会
等
に
も
参
加
と 

 

 

幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

大学院生が受賞 

  愛工大大学院工学研究科博士前期課  

 程電気電子工学専攻の伊東重信君が、  

 「2009年電気設備学会全国大会発表奨  

 励賞」を受賞しました。    

  伊東君は電気学科の一柳勝宏教授、  

 雪田和人准教授の指導を受け、年々、  

 電気エネルギーへの依存度が高まる中、電力の大容  

 量貯蔵が困難なため電気の安定供給のうえで極めて  

 重要といえる需要予測の精度向上の研究に取り組ん  

 でいます。 

  昨年8月､富山大学で行われた設備学会全国大会で  

 電力会社から提供を受けたデータを基にまとめた研  

 究成果を、「気温地域分布および各近日データ比較  

 値を用いた翌日最大電力需要予測」と題し、講演し  

 ました。審査の結果、講演内容が優秀として11月27  

 日に受賞が決まりました。 

                                

伊東重信君 

学
園
各
設
置
校
の
学
生
、
生
徒
の
活
躍 

 
 
 
  
 
  

 
 
 
 
 
  
 
  

五
十
五
回
中
部 

 

 

日
本
学
生
ス
キ
ー 

 

 

選
手
権
大
会
が
一 

 

 

月
三
十
、
三
十
一 

 

 

日
の
二
日
間
、
長 

 

 

野
県
・
白
馬
村
の 

 

 

岩
岳
ス
キ
ー
場
で 

 

 

行
わ
れ
、
愛
工
大 

 

 

競
技
ス
キ
ー
部
が 

 

 

男
子
総
合
成
績
で 

 

 

準
優
勝
に
輝
き
ま 

 

 

し
た
。 

 

 
 

大
会
に
は
本
学 

 

 

を
含
む
十
三
大
学 

 

学生スキー大会で準優勝 

 

が
参
加
。
初
日
は
、
男 

 

 

子
・
ス
ー
パ
ー
大
回
転 

 

 

で
大
家
成
人
選
手
（
経 

 

 

営
学
科
二
年
）
、
十
㌔ 

 

 

ク
ラ
シ
カ
ル
で
山
田
圭 

 

 

祐
選
手
（
情
報
科
学
科 

 

 

三
年
）
、
リ
レ
ー
で
山 

 

 

田
選
手
、
久
保
田
健
司 

 

 

選
手
（
情
報
科
学
科
四 

 

 

年
）
、
横
井
保
志
選
手 

 

 

（
経
営
学
科
一
年
）
、 

 

 

伊
田
直
樹
選
手
（
同
二 

 

 

年
）
の
チ
ー
ム
が
、
い 

 

 

ず
れ
も
二
位
と
健
闘
。 

 

 

最
終
日
の
三
十
一
日
も 

 

 

回
転
で
船
場
博
貴
選
手 

 

 

（
同
一
年
）
が
三
位
に 

 

 

入
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

 
 

【
男
子
総
合
成
績
】 

 

 

①
中
京
大
（ 

点
）
② 

 

 

愛
工
大
（ 

点
）
③
名 

 

 

大
（ 

点
） 

男
子
・
ス
ー
パ
ー
大
回
転
で

二
位
に
入
っ
た
大
家
選
手 

81 
71 

37 
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学
園
各
設
置
校
で
平
成
二
十
二
年
度
入
試 

 
 
 

 

愛
工
大
筆
頭
に
志
願
者
増
で
好
調 

 
 

一
般
入
試
（
前
期 

 

 

日
程
Ａ
方
式
、
同
Ｍ 

 

 

方
式
）
が
一
月
二
十 

 

 

八
日
か
ら
三
日
間
、 

 

 

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、 

 

 

富
山
な
ど
全
国
の
各
会
場
で 

 

 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

初
日
の
二
十
八
日
、
八
草 

 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
冷
え
込
み 

 

 

の
厳
し
い
中
、
緊
張
し
た
面 

 

 

持
ち
の
受
験
生
ら
が
次
々
に 

 

 

試
験
会
場
の 

号
館
内
に
詰 

 

 

め
か
け
ま
し
た
。
各
教
室
で 

 

 

は
、
試
験
監
督
の
大
学
教
員 

 

 

が
受
験
生
に
試
験
の
注
意
事 

 

 

項
等
を
説
明
。
受
験
生
は
、 

 

 

試
験
開
始
と
と
も
に
問
題
に 

 

 

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
イ 

 

 

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て 

 

 

各
階
に
マ
ス
ク
等
を
置
き
ま 

 
 

愛工大 

緊張漂う八草キャンパス前期試験会場 

10
 

し
た
が
、
か
ぜ
等
に
よ
る
ト 

 

 

ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し 

 

 

た
。 

 
 

合
格
発
表
は
、
い
ず
れ
も 

 

 

二
月
十
日
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

後
期
日
程
Ｍ
方
式
の
一
般
入 

 

 

試
は
、
二
月
二
十
七
日
に
本 

 

 
学
ほ
か
四
日
市
な
ど
五
会
場 

 

 
で
実
施
さ
れ
、
合
格
者
発
表 

 

 

は
、
三
月
五
日
に
行
わ
れ
ま 
 

 

し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

一
月
二
十
九
日
の 

 

 

推
薦
入
試
に
続
き
二 

 

 

月
八
日
、
一
般
入
試 

 

 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

大
勢
の
受
験
生
が
押 

 

 

し
か
け
た
一
般
入
試 

 

 

は
、
名
古
屋
市
千
種 

 

 

区
の
同
校
の
ほ
か
河
合
塾
千 

 

 

種
校
（
同
市
千
種
区
）
の
二 

 

 

会
場
に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま 

 

 

し
た
。 

 
 

本
校
で
は
早
朝
か
ら
受
験 

 

 

生
が
北
、
南
校
舎
の
正
門
前 

 

 

で
、
進
学
塾
関
係
者
ら
の
激 

 

 

励
を
受
け
、
試
験
に
臨
み
ま 

 

 

し
た
。
講
堂
兼
体
育
館
の
喬 

 

 

徳
館
も
試
験
会
場
に
あ
て
ら 

 

 

れ
、
受
験
生
で
埋
ま
っ
た
広 

 

 

い
館
内
は
ピ
ー
ン
と
張
り
つ 

 

 

め
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま 

 

愛工大名電高 

広い講堂兼体育館・喬徳館を埋めた受験生 

 

し
た
。 

 
 

教
諭
か
ら
各
注
意
を
受
け 

 

 

た
後
、
最
初
の
国
語
の
試
験 

 

 

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
、
河
合
塾
千
種
校
で
も 

 

 

受
験
生
が
、
各
教
室
に
分
か 

 

 

れ
解
答
用
紙
に
鉛
筆
を
走
ら 

 

 

せ
て
い
ま
し
た
。
試
験
会
場 

 

 
は
分
散
と
な
り
ま
し
た
が
、 

 

 
平
穏
に
終
わ
り
ま
し
た
。
合 

 

 

格
発
表
は
、
推
薦
が
一
月
三 

 

 

十
日
、
一
般
入
試
が
二
月
十 

 

 

一
日
、
そ
れ
ぞ
れ
郵
送
で
各 

 

 

受
験
生
に
通
知
し
ま
し
た
。 

 
 
 

  
 

奨
学
生
入
試
が
一 

 

 

月
二
十
三
日
、
県
内 

 

 

中
学
校
の
ト
ッ
プ
を 

 

 

切
っ
て
、
名
古
屋
市 

 

 

千
種
区
の
同
校
で
行 

 

 

わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

冷
え
込
み
の
一
段 

 

愛工大附属中 

 

と
厳
し
い
中
、
暖
か
い
服
装 

 

 

や
マ
ス
ク
姿
の
受
験
生
が
、 

 

 

保
護
者
ら
と
続
々
と
試
験
会 

 

 

場
へ
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

試
験
場
と
な
っ
た
教
室
等 

 

 

で
受
験
生
は
、
試
験
官
の
附 

 

 

属
中
教
諭
か
ら
注
意
事
項
を 

 

 

聞
い
た
後
、
緊
張
し
た
表
情 

 

 

で
最
初
の
国
語
の
問
題
に
挑 

 

 

ん
で
い
ま
し
た
。
県
内
の
中 

 

 

学
校
で
一
番
早
い
入
試
か
ら 

 

 

大
勢
の
報
道
陣
が
詰
め
か
け 

 
 

 

正
門
前
の
激
励
風
景
、
教
室 

 

 

内
の
受
験
生
の
様
子
を
取
材 

 

 

し
て
い
ま
し
た
。
続
く
二
十 

 

 

四
日
に
は
、
第
一
回
一
般
入 

 

 

試
が
同
校
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

 
 

両
入
試
を
合
わ
せ
た
受
験 

 

 

生
の
総
数
は
、
昨
年
を
上
回 

 

 

る
過
去
最
高
の
六
百
三
十
人 

 

 

で
し
た
。
合
否
の
通
知
は
一 

 

 

月
二
十
六
日
、
各
受
験
生
宛 

 

 

て
に
郵
送
さ
れ
ま
し
た
。
ま 

 
 

 

 

た
、
第
二
回
一
般
入
試
は
二 

 

 

月
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

試験前に監督の注意を聞く受験生 

 

 

 学園は名古屋市千種区自由ヶ丘に愛工大経営学部の新キャンパスを建設、   

4月1日に開設します。新キャンパス名は「名古屋 自由ヶ丘キャンパス」で､   

経営情報システム専攻、ビジネスマネジメント専攻の2専攻が入ります｡新校   

舎（写真左）は、地上4階､地下1階延べ床面積4,680平方㍍。講義室、研究室   

室、ゼミ室のほか、学生サービスのための就職相談室、ラウンジ、ラン チル   

 ーム 等が設けられています。また、“地域に開かれたキャンパス”として市民講座の開講､マル   

 チメディア情報センター、ランチルーム等を地域住民に開放することにしています。オープニン   

   グセレモニーは3月31日に同所で行い､ 式後、地域住民を対象にした見学会も実施します。 

名古屋・自由ヶ丘に経営学部の新キャンパス誕生 
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編
集
後
記 

 

▼
「
十
年
一
昔
」
と
よ
く
言 

 

い
ま
す
が
、
百
年
と
な
る
と
、 

 

長
す
ぎ
て
「
百
年
一
昔
」
と
は 

 

言
わ
な
い
よ
う
で
す
▼
そ
の
百 

 

年
に
名
古
屋
電
気
学
園
は
あ
と 

 

二
年
で
達
し
ま
す
。
百
年
前
は 

 

ち
ょ
う
ど
元
号
が
明
治
か
ら
大 

 

正
に
変
わ
っ
た
時
で
す
▼
大
正 

 

は
長
か
っ
た
明
治
と
昭
和
に
比 

 

べ
短
期
間
の
割
に
、
ロ
シ
ア
革 

 

命
、
米
騒
動
、
関
東
大
震
災
等 

 

と
政
治
、
社
会
や
災
害
面
で
大 

 

き
な
出
来
事
が
相
次
ぎ
ま
し
た 

 

▼
ま
た
、
成
人
男
子
全
て
に
選 

 

挙
権
が
与
え
ら
れ
た
普
通
選
挙 

 

法
施
行
に
代
表
さ
れ
る
「
大
正 

 

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
も
忘
れ
て
な 

 

り
ま
せ
ん
▼
名
古
屋
等
で
ラ
ジ 

 

オ
放
送
が
始
ま
り
、
自
動
車
が 

 

都
市
交
通
と
し
て
本
格
的
に
登 

 

場
―
と
、
現
在
に
繋
（
つ
な
） 

 

が
る
多
く
の
モ
ノ
が
生
ま
れ
た 

 

時
代
で
す
▼
学
園
は
、
そ
の
中 

 

で
後
藤
喬
三
郎
先
生
が
工
業
化 

 

社
会
の
到
来
を
予
見
、
設
立
し 

 

た
「
名
古
屋
電
気
学
講
習
所
」 

 

（
直
ぐ
に
名
古
屋
電
気
学
校
に 

 

改
称
）
に
始
ま
り
ま
す
▼
大
正 

 

と
い
う
激
動
期
に
、
誰
も
為
し 

 

得
な
か
っ
た
こ
と
に
敢
然
と
チ 

 

ャ
レ
ン
ジ
し
た
後
藤
喬
三
郎
先 

 

生
の
夢
を
紡
（
つ
む
）
い
で
、 

 

百
周
年
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

（
久
） 

 

 

「愛名会」加盟企業展盛況 
  理事長も会場視察、学生を激励 

 
 

名
古
屋
電
気
学
園
の
後
援 

 

 

組
織
「
学
校
法
人
名
古
屋
電 

 

 

気
学
園
愛
名
会
」
加
盟
企
業 

 

 

に
よ
る
「
学
内
企
業
展
」
が 

 

 

二
月
十
七
、
十
八
日
の
二
日 

 

 

間
、
愛
工
大
八
草
キ
ャ
ン
パ 

 

 

ス
の
講
堂
兼
体
育
館
・
鉀
徳 

 

 

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

就
職
を
希
望
す
る
学
生
ら 
 

 

を
対
象
に
毎
年
、
開
催
し
て 

 
 

 

 

お
り
、
二
日
間
で
加
盟
企
業 

 

 

四
百
十
八
社
、
学
生
延
べ
三 

 

 

千
五
百
六
人
が
参
加
し
ま
し 

 

 

た
。 

 

学
生
は
、
本 

 

学
の
三
年
生
、 

 

大
学
院
一
年
生 

 

ら
。
厳
し
い
就 

 

職
状
況
を
反
映 

 

し
、
会
場
に
は 

 

愛名会 

だより 

 
 

初
日
か
ら
真 

 

 

新
し
い
ス
ー 

 

 

ツ
姿
の
学
生 

 

 

が
詰
め
か
け 

 

 

ま
し
た
。 

 

 
 

少
し
で
も 

 

 

多
く
の
企
業 

 

 

を
訪
ね
、
人 

 

 

事
担
当
者
か 

 

 

ら
会
社
概
要 

 

 

や
採
用
見
通 

 

 

し
等
の
話
を 

 

 

聞
こ
う
と
広 
 

 

い
館
内
を
駆 

 

 

け
回
っ
て
い 

 

 

ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
人 

 

 

気
企
業
に
は
、
大
勢
の
学
生 

 

 

が
ブ
ー
ス
を
取
り
囲
み
、
順 

 

 

番
待
ち
も
で
き
る
ほ
ど
で
し 

 

 

た
。 

 
 

初
日
の
開
会
式
で
後
藤
泰 

 

 

之
学
長
が
挨
拶
し
た
ほ
か
、 

 

 

愛
名
会
名
誉
会
長
の
後
藤
淳 

 

 

理
事
長
・
総
長
も
会
場
に
足 

 

 

を
運
び
、
企
業
展
の
様
子
を 

 

 

見
な
が
ら
、
情
報
収
集
に
懸 

 

 

命
な
学
生
ら
を
激
励
し
て
い 

 

 

ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ 

 

 

ー
に
よ
る
と
、
企
業
展
に
集 

 

 

ま
っ
た
学
生
に
対
す
る
参
加 

 

 

企
業
の
評
価
は
、
「
い
つ
に 

 

 

も
ま
し
て
学
生
の
真
剣
さ
が 

 

 

伝
わ
っ
て
き
た
」
、
「
意
欲 

 

 

的
な
学
生
が
多
か
っ
た
」
と 

 

 

好
評
で
し
た
。 

順番待ちの学生もでるなど熱気に包まれた企業展 

 

新
作
か
ら
く
り
人
形
を
初
公
開 

 
 
 

愛
工
大
で
九
代
目
玉
屋
庄
兵
衛
氏 

 
 

か
ら
く
り
人
形
師
で
愛
工 

 

 

大
客
員
教
授
の
九
代
目
玉
屋 

 

 

庄
兵
衛
氏
が
二
月
二
十
日
、 

 

 

二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
五 

 

 

日
、
愛
工
大
八
草
キ
ャ
ン
パ 

 

 

ス
の
「
み
ら
い
工
房
」
で
開 

 

 

か
れ
た
「
も
の
づ
く
り
文
化 

 

 

実
習
」
で
新
作
の
か
ら
く
り 

 

 

人
形
「
弓
曳
（
ひ
）
き
童
子 

 

 

小
早
舟
」
を
初
公
開
し
ま
し 

 

 

た
。 

 

 
 

新
作
は
、
小
舟
の
船
尾
に 

 

 
座
っ
た
人
形
が
、
約
一
㍍
離 

 

 

れ
た
船
首
の
的
目
掛
け
て
矢 

 

 

を
射
る
、
と
い
う
か
ら
く
り 

 

 

人
形
で
す
。
顔
も
衣
装
等
も 

 

 

省
い
た
骨
組
み
だ
け
の
構
成 

 

 

で
、
か
ら
く
り
人
形
の
仕
組 

 

 

み
が
よ
く
分
か
り
、
動
き
で 

 

 

微
妙
に
表
情
の
変
わ
る
顔
が 

 

 

特
長
で
す
。 

 
 

一
昨
年
末
に
、
そ
の
イ
ラ 

 

 

ス
ト
を
描
い
た
工
業
デ
ザ
イ 

 

 

ナ
ー
か
ら
制
作
の
話
が
持
ち 

 

 

上
が
り
、
約
半
年
か
け
て
作 

 

 

り
上
げ
ま
し
た
。
弓
を
放
っ 

 

 

た
後
、
弓
と
弓
矢
が
触
れ
な 

 

 

い
よ
う
に
腕
の
部
分
に
細
工 

 

 

を
施
す
な
ど
、
細
部
に
わ
た 

 

 

り
細
か
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い 

 

 

ま
す
。
昨
年
、
東
京
の
美
術 

 

 

館
で
初
披
露
さ
れ
、
注
目
を 

 

 

集
め
ま
し
た
。 

 
 

も
の
づ
く
り
文
化
実
習
に 

 

 

は
、
各
学
科
の
一
～
三
年
生 

 

 

二
十
一
人
が
受
講
。
玉
屋
氏 

 

 

や
お
弟
子
さ
ん
の
指
導
で
、 

 

 

東
海
地
方
の
山
車
に
使
わ
れ 

 

 

て
い
る
「
采
振
り
人
形
」
作 

 

 

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
玉
屋 

 

 

氏
は
そ
の
合
間
に
、
か
ら
く 

 

 

り
人
形
作
り
の
参
考
に
と
、 

 

 

「
弓
曳
き
童
子
小
早
舟
」
を 

 

 

持
ち
込
み
公
開
し
、
学
生
に 

 

 

か
ら
く
り
人
形
の
構
造
、
楽 

 

 

し
さ
を
教
え
ま
し
た
。 

新作からくり人形

を説明する玉屋氏 

ものづくり文化実習の受講生に弓

曳き童子小早舟を披露する玉屋氏 

 ものづくり 

 文化実習 


